
図 1 観測位置図(図中●)
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１．目的  

 沖縄県南部の島尻層群のある地域では，強震観測地点でのスペクトルインバージョンにより 1Hz 以下のサイ

ト増幅特性が大きくなるとの結果 1)2)が得られている．しかし，このサイト増幅特性が島尻層群より上位の地

層の増幅特性も含んだ増幅特性であるかの検討は行われていない．我々は，島尻層群より上位の地層の琉球石

灰岩が存在する那覇市北部地域において微動観測を行い，この H/V スペクトル(以下，微動 H/V スペクトル)

から，1Hz 未満の増幅特性が地震基盤～島尻層群上面またはこれより上位の地層の増幅特性を含むかを検討し

た．また，微動 H/V スペクトルのピークの位置から島尻層群上面の深度が推定できるか検討した． 

２．那覇周辺の地質状況 3) 

 那覇市周辺は第三紀鮮新世の島尻層群の上に第四期更新世の琉球石灰岩が不整合に堆積し，その上に沖積層

が堆積している．島尻層群は海成の泥岩であり層厚は 900m 程度とされている文献もある．琉球石灰岩はサン

ゴ礁をつくる生物群の砕屑物からなっている．地盤の不均質性があり，同じボーリング地点でも棒状コア部，

N値 20 以下を示すような砂礫上，砂状，粘土状コアが複雑に堆積しており，きわめて変化に富んでいる． 

３．微動観測  

 微動観測地点は，那覇市北部地域（浦添市南部から那覇市中央付近の

壺川）の海岸部を中心に，図 1に示す 50 点で観測を行った．観測は加

速度計と速度計を用いて 1 地点 11 分間，サンプリング周波数 100Hz で

行った．このうち速度計のデータについて，ノイズの少ない 163.84 秒

間のデータ３区間からバンド幅 0.05Hz の Parzen ウィンドウを用いて

平滑化を行い，フーリエスペクトルを求めた．各区間から得られた水平

成分のフーリエスペクトルを鉛直成分のフーリエスペクトルで除して，

H/V スペクトルを求め，3 区間の平均を行った． 

 観測結果から代表的な 1 地点(図 1の那覇-G4))と全観測点の微動 H/V

スペクトルを重ねた結果を図 3に示す．各観測点の微動 H/V スペクトル

には那覇-G と同様に 1Hz 未満と 1Hz 以上にピークが見られる．これら

のピークを全観測点で見ると，1Hz 未満では 0.2～0.5Hz に全観測点で

同程度のピーク値を持つピークが見られる．1.0Hz 以上では，ピーク周

波数，ピーク値ともに観測点によりばらつきが大きい．以下では 1Hz 以上のピークが島尻層群，琉球石灰岩の

どちらに起因するものかの検討を行い，1Hz 未満のサイト増幅特性についても検討を行った． 

４．微動 H/V スペクトルのピーク周波数と地層境界の関係  

 観測地点のうち，港湾地域強震観測点の那覇-G (図 1参照)では，地表から島尻層群上面までの PS 検層およ

び地中(島尻層群上面)と地表の地震観測が行われている．同地点の島尻層群，琉球石灰岩の上面深度はそれぞ

れ 54m，3m となっている．サイト増幅特性と微動 H/V スペクトルのピーク周波数には対応関係がある 5)とされ

ていることから，同地点の地中と地表それぞれの地震観測記録の地中に対する地表のフーリエスペクトル比 
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図 3 微動 H/V スペクトル 

(左：那覇-G,右：全データ,縦破線は各地点の 1Hz 未満のピーク)
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図 2 那覇-G 地点の微動 H/V スペクト
ルと地震動 H/H，伝達関数の比較 

島尻泥岩深度(EL.-m)
　●　深度>=60m
　●　60m>深度>=50m
　●　50m>深度>=40m
　●　40m>深度>=30m

H/Vスペクトルﾋﾟｰｸ周波数(Hz)
　●　周波数<1.2Hz
　●　1.2Hz<=周波数<1.5Hz
　●　1.5Hz<=周波数<1.8Hz
  ●　1.8Hz<=周波数

図 4 島尻層群上面深度と微動 H/V スペクトルのピーク周波数の関係

基盤深度の深い所 

埋没谷

(以下，地震動H/H)，島尻層群上面～地表の伝達関数および微動H/Vスペクトルを比較した結果を図 2に示す．

なお伝達関数は那覇-Gの柱状図の最下層の島尻層群上面(Vs=800m/s)の下 30m(深度 84m)に Vs=3000m/sの基盤

を追加して求めた結果となっている． 

 微動 H/V スペクトル，地震動 H/H および伝達関数の 2Hz 付近にピークが見られる．地震動 H/H および伝達関

数では 5Hz 付近にもピークが見られる．2Hz 付近のピークが島尻層群上面，5Hz 付近のピークが琉球石灰岩上

面の固有振動数に対応すると考えられる．微動 H/V スペクトルに 5Hz 付近のピークは確認できないが，これは

琉球石灰岩上面深度が 3m と浅く，これより上の地盤が埋立地であることから、地層が水平に堆積していない

ため表面波が観測できなかったと考えられる． 

 

 微動H/Vスペクトルの1Hz以上のピー

クのうち，低周波数側のピークは島尻層

群上面の深度に対応すると考えられる

ので，ボーリングデータ 6)から島尻層群

上面の深度を推定し，微動 H/V スペクト

ルの1Hz以上の範囲の1Hz側のピーク周

波数と比較した結果を図 4に示す．島尻

層群上面の深度が深い所では，ピーク周

波数が低周波数側に，浅い所では高周波

数側に位置する傾向が見られる．よって

1Hz 以上の微動 H/V スペクトルのピーク

は島尻層群上面の深度によって変化し

ていると考えられる． 

５．まとめ 

 那覇市北部地域では島尻層群上面より上位の地層は，1Hz 以上の増幅特性に影響すると考えられることから，

島尻層群がある地域の 1Hz 未満のサイト増幅特性は地震基盤～島尻層群上面の増幅特性であると考えられる．

また，微動 H/V スペクトルの 1Hz 以上のピーク周波数は島尻層群上面の深度に対応すると考えられるので，こ

のピーク周波数から島尻層群上面の深度を推定できると考えられる．  
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